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District 2530 Rotary Club of KORIYAMA EAST

2025-2026年間テーマ 親睦を深めよう！

　どちらのクラブでも、一番は会員
増強です。
　総人口から生産年齢人口の推移
を見ますと、2005年頃をピークに
下がり続けています。高齢化が進
み、人口が減っていく中で会員増強
は大変です。今年度ガバナーがおっ
しゃっていたのは「辞める方が多
い」。2530地区の3年間の会員数推移を見ますと、新会員数
771人、退会者数874人、新会員の退会率は27.1％です。ここ
をなんとかしたいということで、IMで新会員セミナー、11月
はガバナー主催の新会員セミナーを開催します。
　退会の事情は様々ありますが、新会員以外では体の不調で
す。会員の年齢で多いのが65～69歳。この方達が70代になる
とお辞めになる方が多い。中央分区では、65歳以上の高齢者
の割合は38.3％、この方達の会員期間をいかに長くしていく
かです。当クラブは84名ですが、半分以上が65歳以上です。
これはある意味必然です。私が44歳で入会した年は22名が
入会。大半が40代です。日本の人口の頂点の頃で、入会も過去
最高になっています。私は学習塾をやっていますが、少子化
の影響で大変です。大学、自動車学校、専門学校も大変です。
　会社経営やRCでは、生産年齢の人口の影響を受けます。問
題なのは人口減で、特に40～50代前半が減っています。ロー
タリーでリクルートするなら40～50代で、その上の会員期
間を1年でも長くする仕組みを作っていかなくてはならない
と思います。今5人に一人が75歳以上、それを見越して企業も
ロータリーも考えなくてはなりません。厳しい状況ですが会
員全員が共有できるクラブを作って頂きたいと思います。

　猪苗代湖水草回収は、急遽日程が
変わり参加者が減りましたが、ご参
加頂いた皆様には感謝申し上げま
す。奉仕を通じて有意義な時間を過
ごすことができました。
　10月25～26日は地区大会。浪江
をはじめとする相双地区の復興に
はまだまだ時間がかかりますが、確実に前に進んでおり、福
島県が世界の優秀な技術者たちの研究拠点となりつつある
ことに大きな期待を感じました。
　隈研吾氏の記念講演で示された構想、福島国際研究教育機
構（F-REI）の計画は着実に進んでおり、浪江駅前の再開発、地
域の未来に希望を感じる内容でした。私自身、地区大会会場
の浪江町地域スポーツセンターの断熱工事を担当し、竣工間
近に被災したことを思い出すと、感慨深いです。
　米山奨学生を代表してナビンさんがスピーチを披露、思い
をまっすぐ伝えるとてもすばらし
い内容で、誇らしく、本当に感動し
ました。村上一幸さんのあたたか
いサポートも感じました。
　11月はロータリー財団月間、財
団は教育支援、疾病予防、平和構
築、世界中の人々の生活を改善す
るための活動を支える根幹です。
私たちの奉仕がどのように世界へ
広がっているのか、改めて考える
機会としたいと思います。

上 田 　 眞
栁 田 佳 子

中 村 秀 勝
塩 田 義 智

加 藤 昌 幸
布施木和彦

橋 詰 勝 雄
小 野 広 司

　

根 本 朝 秋
濱 津 秀 也

相 山 　 進 齋 藤 孝 子

　　　　　会員数24名　出席16名　欠席8名　出席率66.6％　
　　　　
出席報告

【審議事項】●11月～2月プログラム　●指名委員会とクラブ総会　
●令和８年１月～３月納入金　●セブ北部地震災害における支援のお願い
【報告事項】●新入会員12月入会（門脇孝嘉様・小川則雄物故会員後任）　●2025年ロー
タリー学友会in福島　●11月地区行事一覧
　

第5回役員理事会　令和7年11月4日（火）

ニコニコBOX

米山記念奨学会

財団BOX

上 田 　 眞 中 村 秀 勝 小 池 正 幸

　

根 本 朝 秋 塩 田 義 智 小 野 広 司

上 田 　 眞 中 村 秀 勝 橋 詰 勝 雄 小 池 正 幸 根 本 朝 秋 塩 田 義 智 村 上 一 幸

会長あいさつ　　　　　　　　　　　　上田　眞 会長

中央分区ガバナー補佐卓話　田鍋明宏 様（郡山南RC）

幹事報告　山内崇史 幹事
●11月のロータリーレート 1ドル＝154円
●2028-29年度ガバナー選出…郡山南RC本田哲夫会員
●ロータリー国際大会のご案内

2025年11月4日（火）第13回例会
（通算 2542回） 開会点鐘　国歌　奉仕の理想　四つのテスト

（敬称略）

10月例会のご報告

米山奨学金授与　
米山奨学生 
バンディ,ナビンさん

●ビジター　ガバナーエレクト金田　昇様（白河西RC）　
　中央分区ガバナー補佐 田鍋明宏様　中央分区幹事 早川桂一様・平石秀樹様（郡山南RC)
　次年度中央分区ガバナー補佐予定者 吉田喜一様（郡山北RC)
●ゲスト　米山奨学生 バンディ,ナビンさん　
●他クラブ出席　地区大会登録者（10/25～26）…上田　眞　山内崇史　
　中村秀勝　加藤昌幸　佐藤雄三　小池正幸　根本朝秋　相山　進　
　齋藤孝子　村上一幸　小野広司

2024-25年度表彰発表
齋藤孝子 ロータリー財団・米山記念奨学会委員長 11月の誕生日

栁田佳子さん（11.2）、早川源一さん（11.13）

金田　昇様　 吉田喜一様　田鍋明宏様　平石秀樹様　早川桂一様

吉田喜一様　

吉田喜一様　

ガバナーエレクト　
金田　昇 様（白河西RC）　
　現在いろ いろなクラブを訪問
し、ガバナーエレクトとしてではな
く、一般の会員としてクラブの様子
を見たり、皆様と勉強したりしてお
ります。
次年度中央分区
ガバナー補佐予定者 
吉田喜一 様
　郡山東RCは親クラブで緊張して
います。次年度に向けて修行中の身
です。よろしくお願いいたします。

●ロータリー財団
　ポールハリスフェローならびにマルチプル認証者
　濱津秀也さん（PHF）　早川源一さん（PHF）
●米山功労者（マルチプル）　中村秀勝さん　第3回



District 2530 Rotary Club of KORIYAMA EAST Weekly Report

District 2530 Rotary Club of KORIYAMA EAST

2025年11月11日（火）11：00～
郡山地方広域消防組合 郡山消防署

第14回例会
（通算 2543回）

　

　　　　　会員数24名　出席17名　欠席7名　出席率70.83％　
　　　　
出席報告

職場訪問：郡山消防署見学

関東大震災（1923年）

阪神・淡路大震災（1995年）

日本海中部地震（1983年）
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　「火災・救急・救助」、本日は地域の安全を担う消防
署の見学です。郡山地方広域消防組合の構成市町は
郡山市・田村市・三春町・小野町です。当クラブ例会
場、郡山ビューホテルは目の前ですが、前を通って
も、じっくり見学できる機会は大変貴重です。一同楽
しみにまいりました。
　ずらりと並ぶ車両は放水車、ポンプ車、30mの梯子
車など、いずれも大きく頼もしい、様々な装備がつい
ています。消防服は30キロ以上あり、職員でも夏は熱
中症になることがあるそうです。
　消防活動の中枢 指令センターはドラマでもおなじ
み。最近では通報者がスマホの映像で現場の状況を
伝えることで、より迅速かつ的確な指示を出せるよ

うになっています。夏は熱中
症、これからはヒートショッ
クの通報が多くなるそうで
す。皆さん気をつけましょう。
幸い見学中に通報はありませ
んでした。平和が何よりです。
見学に際しては、総務課の坂
下星さんにご案内頂きまし
た。お忙しいところありがと
うございました。

　今日はありがとうございま
した。日々の生活に欠かせな
い消防署の活動を見学し、私
たちも防災意識が高まりまし
た。

上田　眞 会長

加藤昌幸さん
ヘルメット発見！

山
内
幹
事「
い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
ま
す
。」

落
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う
。
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2025年11月16日（日）18：00～
比内やサスケ郡山本店

第15回例会
（通算 2544回）

●ビジター　台湾花蓮RC　陳 毅 夫様　蔡 光耀様　顔 思 仁様　蔡 翼 鐘様　

　

乾杯 中村秀勝会員

　　　　　会員数24名　出席16名　欠席8名　出席率66.67％　
　　　　
出席報告

台湾花蓮RC訪問団歓迎会 

歓迎の言葉　　上田　眞 会長
　本日は、台湾・花蓮ロータリークラブの
皆さまをお迎えし、歓迎の宴を催すこと
ができましたこと、郡山東RC一同、心よ
り嬉しく、誇らしく思っております。
　花蓮RCの皆さまには、日頃より地域社
会への貢献はもとより、国際ロータリー

の理念を体現される活動を展開されており、私たちにとっても
大いなる刺激と学びをいただいております。
　福島県と台湾・花蓮県は、いずれも地震による甚大な被害を経
験し、地政学的にも共通点の多い地域でございます。そのような
共通の経験を持つからこそ、私たちは互いの痛みを理解し合い、
支え合う心を育んでまいりました。災禍を乗り越え交流を深め
ることは、未来への希望と復興の力を分かち合う大きな意義が
あると感じております。
　花蓮RCとの交流の始まりは、当クラブのチャーターメンバー
である門馬真澄元会員と、花蓮RCの陳明貴さまとの友情に端を
発しております。陳様は日本語が堪能で、門馬元会員のご友人で
もあり、信頼の礎となりました。1980年11月22日に、花蓮RCを
初めて公式に訪問し、両クラブの交流が本格的に始まりました。
こうした人と人との絆を礎に、姉妹クラブとして長年にわたり
交流を重ねてまいりました。
　花蓮ロータリークラブは、2026年5月14日に創立65周年とい
う大きな節目を迎えられます。記念式典には、私ども郡山東RC
もお祝いを申し上げるべく、現地へ表敬訪問させていただく予
定でございます。歴史と奉仕の重みを分かち合い、国際的な友情
をさらに深める機会となることを、今から楽しみにしておりま
す。　郡山の地へお越しいただき、誠にありがとうございます。
皆さまとのご縁を大切に、これからも互いに手を取り合いなが
ら、地域と世界のために「よいこと」を重ねてまいりましょう。

会長　陳 毅 夫（P.IF）様
幹事　蔡 耀德（S.Surgeon）様
国際奉仕委員会委員長　
　顔 思 仁（P.P.Color）様
社会奉仕委員長および国際奉仕副委員長　
　蔡 翼 鍾（Frank）様

你好、好久不见。

歓迎光臨　郡山。

享受　乾杯！多謝。

こんにちは、お久しぶりです。
郡山へようこそ。楽しんで。
乾杯！ありがとう。

台湾花蓮RC会長　陳 毅 夫（P.IF）様

台湾花蓮RC 訪問団

　感謝の言葉と共に、日本と台湾の
絆、交流を通して奉仕の心を育んで
きたこと。また、また花蓮RC創立65
周年式典へ参加を楽しみにしていま
すと述べられました。

　花蓮RC訪問団をお迎えし、交流の歴史や未来ことのなどを語りあ
う、有意義な例会となりました。おいで頂きありがとうございました。
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